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,条の会は、戦争放棄の憲法9条を守［

､

淵

■は局きち九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に「戦争を｝

§饗羅雲慧捻蕊藩嬢驫繍
区を中心に343名。 ■会費は年千円。隔月で会報を発行しています。
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裏金､続一教会､外交､軍拡､脱原発を語らぬ国民不在の総裁選でした

窪’|宣毘菊聴裁に石確茂氏 (⑥了) ｜
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1⑥月即日衆院

協蕊重言澱臺晨謡壷鴬君蕊騨懸欝職蔑
|どう思いましたか…自民党綱園若い世代が戦争や軍事力増強に鈍感
◆新聞もテレビも評論家も自民： 若いﾘｰﾀｰが安易に｢改憲｣を主張

党総裁選にハイジャックされて､空:
疎な議論ばかりの毎日でした。 ；

▼2024（令和6）年9月11日『朝日新聞』投書一

児童文学作家丘修三
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）

私
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
年
に
生
ま

れ
た
。
戦
火
を
塗
き
延
び
、
戦
後
の
釦

年
を
平
和
の
中
で
過
ご
す
こ
ど
が
で
き

一
た
。
日
本
が
一
度
も
戦
争
を
し
な
か
つ

一
た
赫
静
な
時
代
に
私
の
人
生
は
収
ま
つ

一
た
の
だ
。
お
陰
で
他
国
に
武
器
を
持
つ

李
て
踏
み
込
む
こ
ど
も
、
人
を
殺
す
こ
ど

一
も
せ
ず
に
す
ん
だ
。
憲
法
９
条
の
お
陰

亟鱸伽訪鑛弾脈柵》に
そ
ん
な
時
、
自
民
党
総
裁
選
に
名
乗

り
出
た
如
代
の
２
人
が
憲
法
改
正
へ
の

意
欲
を
語
っ
た
。
小
林
應
之
氏
は
『
最

大
限
の
熱
量
で
』
、
小
泉
進
次
郎
氏
は

◆裏金や統一教会や外交などは；
討議されず､麻生､菅､森元首相､岸i

田のボスが支配する党利党略で、；
何も変わらない自民党ですね。 ！

◆まるで戦前のような考えの超；
保守派の高市氏が､自民党の半数！
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議舅に支持されて恐怖を感じます。

|総選挙ではこ"な天司

才鐡轌髻蔚鰯謝議髻臺
晉鰯駕窺蝋縦讓壼
◇物価高を抑え､公平な税負担､；憲あ

： の る
食糧や環境､軍拡より福祉や教育、：旗小

鰹雲豐繍懸爵嘉震

｜常
の政治､日本国憲法の人権や平和i
を守る人を国会に送りたい。

◇福島県民としては脱原発､除I
染土の県外移設､汚染水の海洋投i

棄の中止､復興を加速させる人を｡；
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糸投稿者の丘修三さんは児童文学作家｡『ぼく｜
のお姉さん』等で種々の文学賞を受賞され、「子

どもの本。九条の会」の代表です。品201 2年

11月3日、東京から10名で被災地を訪問。南

相馬市の各所を視察し平田慶肇会長宅を訪ねた。

9条看板前で丘修三さんを囲み、平田会長、
事務局の早坂、志賀、山崎との記念撮影伝

『
最
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先
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』
壁
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。
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れ
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か
。

最
近
、
富
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が
怖
く
思
え
て
き

た
。
靖
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内
の
暴
力
体

質
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精
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論
な
ど
、
旧
日
本
軍
の
体
質

に
似
て
き
た
か
ら
だ
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改
憲
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な
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ろ
う
か
。
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あ
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自民党が‘‘改憲あ＆Iき”で進める安易さ
◆自民党は「日本国憲法」がアメリカからの押し付け憲法

だと考え、長年自主憲法の制定。「改憲」をめざし、201 2

（平成24）年4月27日に「日本国憲法改正草案」を発表。

◆全国の「九条の会」の活動もあり、自民党の「改憲」の

機運は盛り上がらず、＜右＞のような「改憲4項目」を訴え
ても、それも議論は進んでいるとは言えません。

“識試し改憲”だぢんて｡。。
◆そこで今年6月13日の衆院憲法審議会で、与党筆頭幹

事の自民党中谷元衆院議員が打ち出してきたのが、次のよう

な『緊急事態の時の国会識員の任期延長』です。

「自然災害や感染症蔓延のような緊急事

I態で畑を超えて適正な選挙の実施困難とIなった場合､国会議員の任期を延長できる」

◆しかし、これには全国の52弁護士会の半数が改憲の必

要はないと反対し、「緊急事態への対応は必要だが、自民党

は危機感をあおり｢憲法改正｣が自己目的化して“改憲あり

き”の議論になっている」と批判しています。

◆今年憲法記念日の全国世論調査でも、「改憲」について

関心をもち賛成と答えているのは、国民のわずか4％に過ぎ

ません。国民は自民党の思惑を見抜いているのでしょうか。

◆大きな改憲は難しいので、まずは“お試し改憲”とし

て、最近の災害多発で国民の理解が得やすい「緊急事態条項

の中で自分たち議員の任期延長」を提案してきましたが、こ
れはあまりに国民を愚弄していると思いませんか。

自民党が主張してきた

『改憲4項目』
①第9条への『自衛隊jの明記
②国民教育の無償化

③緊急事態条項の新設

④参議院選挙の合区解消

①第9条への『自衛隊」の明記

は、201 5年に強行採決した「安保

法制」で海外で米国に従属して戦争

ができる体制を作ったので、もう自

衛隊明記の必要はないはずです。

②。③。④については、「改憲」
を行わなくても、既存の法律で充分

解決できると考えられています。

特に③緊急事態条項について大

災害に対応するなら従来の災害対策

基本法等を改め、現場の自治体の長

|に権限を移譲すれば良いのに､総理
|大臣に司法。立法・行政の権限を集

中させたり、国会議員の任期延長を

自民党が主張するのは、戦争を行う

のに都合がよいからでしょうか。

立謝註謝懐に野田佳彦氏『本気で政権を取↓|にいく覚悟だ』
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1 石破首相も主張
l●元旦に大地震に蘂われ

|奎雲墓劇鱸言圭
I地を襲う線状降水帯や局
iなどの大地震も心配で、
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‘防礎省”の新設を！
た能登半島が、9月21日に記録的な

砂崩れが相次ぎ、ニュースでご舅のよ

います。●台風をはじめ近年の全国各

地的な大雨、そして「南海トラフ」

iなどの大地震も心配で、全国54基の原発も不安です。●世界で起きるM6以上の地震の18%
：が日本で起き、世界の活火山の10%が日本にあり、「災害大国日本」に“防災省”を新設し、
i常に災害に備える必要があるのではないでしょうか。石破首相も主張していますが、どうか。
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